
 

□6 と□9 はどちらも同じなので□6 が 2 枚あるものとして進めます。 

N を決めた後、□0 と□6 の枚数によって作れる 2 桁の数の個数が 
変化します。 

□0 は（0，1）の 2 通り、6 は（0，1，2）の 3 通りあるので 
632 =× （通り） 

について検討する必要があります。 
それぞれの場合を右の表のようにＡ～Ｆとします。 
 
（１） Ａ～Ｆについて、それぞれ M を求めると次の表のようになります。 

 

 選び方 作れる 2 桁 
の数の個数 2 桁の数の和 M の値 

Ａ □5 □7 □8  6 ( ) ( ) 4402110875 =×+×++  
3
173  

Ｂ □6 □7 □8  10 ( ) ( ) ( ) ( ) 825211096311087 =×+×++×+×+  
2
182  

Ｃ □6 □6 □8  8 ( ) ( ) ( ) 67131109621108 =×+×++×+×  
8
783  

Ｄ □0 □7 □8  4 ( ) 3158721087 =++××+  
4
378  

Ｅ □0 □6 □8  7 ( ) 5719621096283108 =++××++×+××  
7
481  

Ｆ □0 □6 □6  6 ( ) ( ) 480231096 =+××+  80 

 

以上より、
8
783  …（答） 

  

      ★今週の１題★      場合の数       ～解説～ 

□0 （枚） □6 （枚） 
 

0 0 Ａ 
0 1 Ｂ 
0 2 Ｃ 
1 0 Ｄ 
1 1 Ｅ 
1 2 Ｆ 

 



（２） 作れる 2 桁の数の個数を調べると次のようになります。 
 
 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ 
個数(個) 20 28 22 16 23 18 

 

平均が
23
1358 なので、Ｅということがわかります。 

Ｅは□0 が 1 枚、□6 が 1 枚で残りの 3 枚を□P □Q □R とします。 
作れる 23 個を全て書き出すと次のようになります。 
 

□P □Q  □Q □P  □R □P  □6 □P  □9 □P  

□P □R  □Q □R  □R □Q  □6 □Q  □9 □Q  

□P □0  □Q □0  □R □0  □6 □R  □9 □R  

□P □6  □Q □6  □R □6  □6 □0  □9 □0  

□P □9  □Q □9  □R □9    

 
また、総和は 

134723
23
1358 =×  

なので、以下の等式が成り立ちます。 
( ) ( ) ( ) ( )

( )
13RQP
70254RQP
13423410964510RQP

=++
=×++
=+××+++××++

 

和が 13 になる 3 枚を樹形図で書き出します。 
 

□1  〈 
□4  ― □8  

□5  ― □7  

     

□2  〈 
□3  ― □8  

□4  ― □7  

 
6 は 9 でもよいので 

824 =× （通り） …（答） 


